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●災害件数（平成26年1月～10月）
区　分 火　災 救　急 救　助

所沢市 74 12,743 163

飯能市 22 3,103 57

狭山市 48 5,573 85

入間市 36 4,934 59

日高市 10 1,844 28

管　外 － 16 －

合　計 190 28,213 392

目　次

埼玉西部消防組合の飯能日高消防署が管轄する地域は、秩父山系から延
びる1,000m級の山々に囲まれ、近年の登山ブームで年間を通じて多くの
登山客を迎え入れています。
一方で登山客の増加に比例し、山岳においての遭難事故も毎年増加の傾
向にあります。有事の際には防災航空隊、埼玉県警察山岳救助隊及び地元
消防団員等と連携し山岳救助活動に対応していますが、当局には山岳救助

隊としての位置づけがなく、飯能日高署の特別救助隊及び消防隊がこれら
の事象に対応していました。
このことから、昨年度より山岳救助隊検討会を立ち上げ、検討を重ね、

運用計画、活動基準等を定め、飯能日高消防署の特別救助隊員を中心に隊
長・副隊長・隊員の精鋭30名を選抜し、埼玉西部消防組合山岳救助隊を
発隊いたしました。

※登山をする際には、埼玉西部消防組合ホームページにある埼玉西部消防組合山岳救助隊からのお知らせの「山岳遭難事故に注意」をご覧ください。
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埼玉西部消防局
広報埼玉西部消防組合

（構成市：所沢市・飯能市・狭山市・入間市・日高市）

平成26年7月1日に埼玉西部消防組合山岳救助隊を発隊しました。
また、山岳救助隊発隊に伴い、7月9日に飯能日高消防署において
山岳救助隊発隊式を挙行しました。

隊員章



●夜間の急な病気やけがに関して看護師の相談員がアドバイスしますの
で、医療機関を受診すべきか迷ったときは、お気軽にお電話ください。

●電話番号
　＃７０００（NTTプッシュ回線、ひかり電話、携帯電話をご利用の場合）
　０４８－８２４－４１９９（ダイヤル回線、IP電話、PHSをご利用の場合）
●相談時間
　毎日１８時３０分～２２時３０分
●利用方法
 （１）上記の電話番号をダイヤルしてください・
 （２）音声ガイダンスが流れますので、ボタン１をプッシュしてください。※１
　　　「大人の救急電話相談」につながりますので相談員にご相談ください。
 （３） 相談ではなく、受診可能な医療機関の案内を希望される場合はボタン

２をプッシュしてください。※２
救急医療機関案内（休日、夜間などに受診可能な医療機関の案内）に

つながります。
●利用上のお願い
この電話相談は医療行為ではなく、電話でのアドバイスにより、相談者
の判断の参考としていただくものですので、あらかじめ御理解のうえ利用
願います。
（※１） トーン信号に対応していない等の理由で音声ガイダンスが2回流れた場合、自

動的に救急医療機関案内に電話がつながります。
（※２） 医療機関案内は24時間対応しています。（歯科･口腔外科･精神科のご案内は

しておりません）

救急車の適性利用及び応急手当の正しい理解と認識を深
めることを目的として「平成26年度救急キャンペーン」
を開催しました

９月９日は「救急の日」、この日を含む一週間（日曜日から土曜日
まで）を「救急医療週間」と位置付けて、毎年実施しています。
埼玉西部消防局では、組合構成市５市（所沢市・飯能市・狭山市・

入間市・日高市）の各会場で救急キャンペーンを開催し、AED（自
動体外式除細動器）の展示や救急活動のデモンストレーション等を行
い、多くの市民の方が来場され盛大に行われました。

大人を対象とする救急電話相談(＃７０００)が
平成26年10月1日より開始しました

● この事業に関する問い合わせ ●
　埼玉県保健医療部　医療整備課　電話：０４８－８３０－３５５９

最優秀賞優秀賞（5作品）

狭山会場

所沢会場 飯能・日高会場

入間会場

芸術総合高校  1年
宮田　怜佳さん

所沢高校  2年
九住　有梨華さん

所沢高校  2年
杉山　陽菜さん

所沢北高校  2年
湊　恵梨菜さん

今年度の防火標語「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」をイメージした防火ポスターを、管内にある高等学校の生徒の皆さんから募集したところ、
15校から123点の応募をいただきました。
選考の結果、最優秀賞に県立芸術総合高等学校1年の須田裕貴那さんの作品が決定しました。
須田さんの作品は、当組合のオリジナル防火ポスターとして、管内の自治会や主要な事業所などで掲出され、火災予防の啓発に多大な貢献をいただいております。
そのほかに、優秀賞5点、入賞10点を決定し、当組合のホームページに掲載しておりますので、どうぞご覧ください。
また、新年1月7日に所沢航空公園で行います「消防出初式」において展示を予定しています。

所沢高校  2年
野垣　有紀乃さん

平成26年10月20日㈪最優秀賞表彰式
左から藤宮消防局長　須田　裕貴那さん　花岡校長先生 県立芸術総合高等学校  1年　須田　裕貴那さん

防火ポスター展の最優秀賞決定
埼玉西部消防局
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１　職員の任免及び職員数に関する状況
⑴　職員数及び採用、退職の状況
平成25年度職員数 採用者数 退職者数
864（28）人 17（2）人 23（1）人

※職員数は、再任用短時間勤務職員、臨時職員を除く平成25年４月１日
現在、採用者数は平成25年４月１日付けで新規採用した人数、退職者数
は平成25年度に退職した人数です。※（　）内は女性数で、内数です。
⑵　年齢別職員構成の状況（平成25年４月１日現在）

年齢 20歳
未満

20～
29

30～
39

40～
49

50～
59

60歳
以上 合計

職員数 13人 177人 211人 227人 236人 0人 864人
２　職員の給与の状況
⑴　平成25年度人件費の状況
住民基本台帳人口 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費（Ｂ/Ａ）
785,712人

(平成26年3月末)
8,990,549
千円

377,179
千円

7,543,647
千円 83.9%

※ 人件費には、特別職（管理者、副管理者、議員）に支給される報酬
及び共済組合負担金等を含みます。

⑵　平成25年度職員の給与費の状況（平成25年度決算）

職員数
（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉

手当 合計（Ｂ）
1人当たり
給与費
（Ｂ/Ａ）

864人 3,314,793
千円

1,168,792
千円

1,312,127
千円

5,795,712
千円

6,708
千円

※ 再任用短時間勤務職員を除きます。職員手当には退職手当を含みま
せん。

⑶　初任給の状況（平成26年４月１日現在）
区分 大学卒 高校卒
初任給 185,800円 155,700円

２年後の給料 198,200円 169,500円
⑷　級別職員数の状況（平成26年４月１日現在）

区分 標準職務内容 職員数 構成比 平均給料月額
1級 主事補 74人 8.6% 179,300円
2級 主事 110人 12.8% 213,900円
3級 主任 144人 16.7% 275,300円
4級 主査 205人 23.8% 347,700円
5級 上席の主査 130人 15.1% 387,800円
6級 副主幹 128人 14.9% 412,200円
7級 課長、主幹 57人 6.6% 443,900円
8級 次長、参事 9人 1.0% 468,900円
9級 局長、部長 4人 0.5% 488,100円

⑸　職員の手当の状況（平成26年４月１日現在）※平均支給額は平成25年度決算額

区分 内容 支給職員1人当
たり平均支給額

期末・勤勉手当 平成25年度支給割合は期末手当：2.60月分、勤勉手当：1.35月分 1,526千円

地域手当 給料、扶養手当及び管理職手当の総額の7.5％
※平成25年度は経過措置あり（6～10％） 322千円

特殊勤務手当
出動手当：1回250円
出動手当（活動あり）：1回500円
救急救命処置手当：1回500円

54千円

時間外勤務手当 勤務日：時間単価×1.25週休日：時間単価×1.35 など 289千円

休日勤務手当 時間単価×1.35 451千円

夜間勤務手当 22時～翌朝5時に正規の勤務時間が割り振られた
職員に支給。時間単価×0.25 99千円

扶養手当
配偶者：13,000円、その他の扶養親族：6,500円
（ただし配偶者がいない場合の1人目は11,000円）
満16～22歳の年度末までの子は5,000円加算

264千円

住居手当 借家・借間：家賃に応じた額（最高27,000円）、
持家：5,000円 112千円

通勤手当
公共交通機関利用者：運賃相当額、交通用具（自
動車等）利用者：通勤距離に応じた定額　※2キ
ロメートル未満支給なし

57千円

管理職手当
管理・監督の地位にある職員に支給
※平成25年度は経過措置あり（定額43,000円～
70,000円、または給料月額の7～15％）

587千円

管理職員
特別勤務手当

管理職員が緊急の必要等により休日等に勤務した場
合に支給（職務の級により6,000～12,000円） 7千円

３　職員の勤務時間その他の勤務条件
⑴　勤務時間の概要
毎日勤務者：月曜から金曜／午前８時30分から午後５時15分（７
時間45分勤務）
交替制勤務者：午前８時30分から翌日の午前８時30分までの当直
勤務（３交替制）で１当直の勤務時間は15時間30分勤務
⑵　休暇制度の概要・種類
有給休暇：年次休暇、特別休暇（産前産後、子の看護、忌引、結婚
など）
無給休暇：育児休業、介護休暇など

４　職員の分限及び懲戒処分の状況
心身の故障による分限処分（休職）が１件ありました。なお、懲戒処
分はありませんでした。

５　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
⑴　研修の実施状況
階層別研修、教育機関（消防学校等）研修、資格取得研修など延べ
226人が修了しました。
⑵　勤務成績の評定の状況
全職員を対象に、４月と10月に人事評価を行い、勤勉手当の支給
や昇任等に活用しています。

６　職員の福祉及び利益の保護の状況　
⑴　福利厚生制度に係る組合の負担状況

区分 共済組合負担金 福利厚生会 合計
平成25年度予算 1,061,982千円 5,184千円 1,067,166千円

⑵　公務災害、通勤災害の発生状況
平成25年度は公務災害６件、通勤災害１件発生しました。

７　勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に関する不服申立ての状況
いずれの要求、申立てもありませんでした。 
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「埼玉西部消防組合人事行政の運営等の公表に関する条例」に
基づき、組合職員の給与や勤務条件などの状況を公表します。
なお、詳細は組合ホームページでご覧になれます。

組合職員の給与などを
公表します

埼玉西部消防局
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実施日時　平成27年1月7日（水）　午前10時～正午（雨天中止）
場　　所　埼玉県所沢市並木1丁目   所沢航空記念公園
実施内容　徒列分列行進・消防基本訓練・はしご乗り演技・消防活動訓練・一斉放水
消防PRコーナー　消防車両、住宅用火災警報器等の展示を行います。

「埼玉西部消防局・所沢市消防出初式」を開催します 平成26年消防出初式の様子

埼玉西部消防局
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平成25年度  決算概要

使用料及び手数料  962万4千円（0.1％）
国庫支出金 2,503万4千円（0.3％）
諸収入  1,548万7千円（0.2％）
組合債 2億4,430万円（2.6％）
県支出金 249万2千円（0.0％）

議会費 176万6千円（0.0％）
総務費 84万2千円（0.0％）
公債費 2億7,624万9千円（3.1％）

歳　入

分担金及び負担金
90億7,079万1千円

（96.8％）

消防費
87億1,169万2千円

（96.9％）

埼玉西部消防組合一般会計の決算状況は、歳入総額が93億6,772万8千円、歳出総額が89億9,054万9千円で、歳入歳出差引
額は3億7,717万9千円となっております。

埼玉西部消防組合議会が開催されました。
主な内容は以下のとおりです。また、次回の日程が決まり

ましたら、ホームページ等でお知らせいたします。

◆平成26年第２回定例会（８月５日）
財産取得６件、平成26年度一般会計補正予算が審議され、いずれも原案可

決となりました。また、組合発足後初めての決算となります平成25年度一般

会計歳入歳出決算についても認定と決しました。

更新時期を迎えた消防ポンプ自動車4台、はしご付消防自動車1台、高規格

救急自動車2台を更新し、消防救急体制の整備を図っています。組合議会と

いたしましても引き続き、消防救急行政の充実、強化に努力していきます。

組合議員名簿
議席番号 氏　名 選出区分 備　考
1 荒川　　広 所沢市 議会運営委員会委員
2 末吉　美帆子 所沢市
3 安田　義広 所沢市
4 新良　守克 狭山市
5 小谷野　剛 狭山市 議会運営委員会委員長
6 栗原　　武 狭山市
7 石井　幸良 日高市
8 齋藤　忠芳 日高市 議会運営委員会副委員長
9 浜野　好明 所沢市
10 西沢　一郎 所沢市
11 中村　　太 所沢市 議会運営委員会委員
12 向口　文恵 入間市 議会運営委員会委員
13 宮岡　治郎 入間市
14 近藤　常雄 入間市 議長
15 砂長　恒夫 飯能市 議会運営委員会委員
16 野田　直人 飯能市 副議長
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●消防ポンプ自動車及び水槽付消防ポンプ自動車購入（４台） 1億5,865万5千円
●高規格救急自動車購入（３台） 7,966万4千円
●救助工作車購入（１台） 9,555万円
●消防救急無線デジタル化実施設計 1,308万3千円

平成25年度の
主な事業

歳入決算額
93億6,772万8千円

歳出決算額
89億9,054万9千円

《歳入の区分》
分担金及び負担金  構成５市からの負担金
使用料及び手数料  火薬類・危険物許可申請手数料など
国庫支出金  国から交付される補助金
諸収入  雑入などのほか収入科目に含まれない収入
組合債  国や金融機関からの借入金
県支出金  県から交付される補助金

《歳出の区分》
議会費  議員報酬や旅費、議会運営費など
総務費  特別職、監査委員の報酬など
消防費  職員給与費、消防車両・施設整備費など
公債費  組合債の返済費

歳　出

近年の厳しい財政状況を踏まえ、補助事業等の積極的な活用による特定財源の確保など、効果的・効率的な財政運営に努めてまいります。


